
  

 

 

 

 

 

天候にも恵まれ、今年も運動場で運動会を開催することができました。練習から暑い中でしたが児童・生徒が

全力で頑張り、本番も成功させることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年では、「ミニ☆きらりんピック ２０２４」をテーマに折り返しリレーとダンスに取り組みま

した。１年生は初めての運動会でしたが、練習を繰り返すうちにどんどん走ったり、踊ったりすること

ができるようになって、本番では笑顔いっぱいで演技ができました。 

２年生は、今回折り返しリレーでハードルに挑戦したり、『ぽよよん行進曲』を踊ったりしました。練

習を繰り返すうちに自分たちですることが分かり、本番でも練習の結果を披露できました。 

 

きらりん通信 倉敷市立倉敷支援学校 第２号 

 

小学部 

 演技では、『OH！代官ばやし』と BTSの『Dynamite』の２曲を、ハッピを着たり、ポンポンを持っ

たりして、元気よく踊りました。ポーズを決めるところなど、練習で学んだポイントを考えながら、笑

顔でダンスを楽しむことができました。競技では、赤・青・黄の３チームに分かれ、障がい物リレーを

行いました。ゴールにボールを入れたり、ミニハードルや平均台をクリアしたりして、一人ひとりが自

分の役割を果たし、バトンをつなぐことができました。 

       

                        

      

 

中学部  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は、「鬼のように強く！うらじゃ！」と「仲間とつなぐ勝利のバトン」の、二つの種目に取

り組みました。『うらじゃ』と『うらじゃ音頭』では、小学部、中学部、そして観客のみなさんに、

思いを届けようと、みなで威勢よく掛け声を出しながら、リズムよく踊りました。「仲間とつなぐ

勝利のバトン」では、一人ひとりが力の限り一生懸命走りバトンをつなぎ、最後のアンカーがゴー

ルするまで、しっかりと声援を送ることができました。生徒会執行部や体育委員の生徒を中心に開

閉会式の司会進行や競技の準備や片付けも協力して行いました。最後は生徒会長から、最後まで応

援してくださった観客のみなさんに感謝の思いを伝え、仲間と一緒に思いをつなげる運動会にな

りました。 

   

         

 

倉敷支援学校、第６０回となる記念すべき運動会が開催されました。晴天の下、本年度も全学部

が運動場に集っての実施となりました。 

私にとっては、４年間倉敷支援学校を離れて、再び赴任して行われる運動会となり、いろいろ考

えながら参加していました。以前は中学部で担任をしていたころ、『うらじゃ』を踊っていたなと

か、総括教務をしていたころは、耐震工事があって学部ごとに分散で運動会をしていたなとか、思

い出しました。今年は小学部の教頭として、演技の中で直接子どもたちを励ましたり、キラリン（創

立５０周年記念キャラクター）になって子どもたちを盛り上げようとしたりしました。 

今年度運動会に向けて、「６０年の絆 心をひとつに つなぐ思い」をテーマに、児童・生徒は

一生懸命練習に取り組んできました。当日、各学部の特色を生かし、一人一人が練習の成果を発揮

して頑張っていた姿は、学校が５０周年、６０周年と年を重ね、時代が変化してきても、倉敷支援

学校の変わらない宝物として、次につないでほしいと思いました。そのために、教職員が一丸とな

って心を一つにするとともに、保護者の皆様とも心を一つにして、児童・生徒の頑張る姿を大切に

していきたいと思いました。 

いろいろ考えたり、思ったりした、すてきな運動会になりました。ありがとうございました。 

 

（小学部教頭  友浦 史郎）   

 

 

高等部  


